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国際ロータリー第2790地区 

銚子ロータリークラブ会報 

第２７９０地区 

ガバナー 得 居  仁 (松戸東ＲＣ)  
会報委員 

大岩將道、坂本尚史、越川信一 

今週のプログラム 

 

   『 日本に留学して 』 

 

  米山留学生 劉  維 琴 様 

    （千葉科学大学・銚子東 RC） 

 

前回の例会報告（９月２６日） 

 

点鐘： 大 里 忠 弘 会長 

国歌斉唱・ロータリーソング：四つのテスト 

 

 

 会 長 挨 拶  

 
 本日はガバナーをお迎えしての例会、クラブ協
議会となります。ガバナーにおかれましては、連
日地区内公式クラブ訪問にてお疲れのところ当
銚子クラブにおいでいただきありがとうござい
ます。お体に気をつけて今後もご活動願いたいも
のです。また先々週に引き続き栗田ガバナー補佐
もおいでいただきありがとうございます。 
 先週21日より秋の全国交通安全運動が始まり
ました。その出発式に猿田社会奉仕委員長はじめ
５名の会員が参加されております。ちょうど始ま
る頃に通り雨がふる、あいにくの天気でしたがお
疲れ様でした。今回の安全運動のスローガンは
「ひろめよう早めのライトと反射板」ということ
ですが、秋の日はつるべ落としと言われるように

この季節は夕方から夜あっという間に暗くなっ
てしまいます。車を運転する皆さんは早めにライ
トを付け歩行者の存在を認知し、夜歩いたり、自
転車に乗る皆さんは、できるだけ明るい服装や光
を反射するものを見につけ、自分の存在が車に認
知されやすいようにしてください。 
 もう皆さんご存知の事と思いますが、昨年千葉
科学大の安藤先生より卓話をいただいておりま
した、屏風ヶ浦や犬吠埼など特有の地形や地質が
銚子ジオパークとして日本ジオパーク委員会か
ら県内で初めて認定されました。銚子ジオパーク
市民の会等、行政や市民の皆さんが一体となって
取り組んできた賜物と一市民として大変喜んで
おります。まだこれから進んでいく事なので課題
は多いでしょうが、是非これらを観光にうまく取
り込み、少しでも多くの人々がここ銚子に訪れれ
ばと思います。 

ガバナー・会長幹事懇談会 
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『ガバナー・会長幹事懇談会』 

 例会に先立ち、得居ガバナー・栗田ガバナー補
佐・大里会長・金島幹事・宮内（榮）副会長・宮
内（秀）副幹事が参加して約１時間、和やかな中
にも真剣に地区運営・クラブ運営などの議論が交
わされました。（会議所会頭室にて） 
 

 

  会員の記念日  

 

◇ 誕生日おめでとうござ
います。 

   加 瀬 貞 治 会員 

      （９月２１日） 

 

◇ 結婚記念日おめでとう
ございます 

  松 本 恭 一 会員 

          （９月１９日） 

            佐 藤 直 子 会員 

                    （９月１５日） 

 

 

 幹 事 報 告  
 

1. 週報拝受    ････成田空港南ＲＣ 

2. １０月のロータリーレート １ドル 80 円 

     ････ガバナー事務所 

3. 中国米山学友会総会延期のお知らせ 

               ････米山記念奨学会 

4. 2011-2012 年度 RYLA セミナー実行委員会開
催案内       ････ガバナー事務所 

5. （RAC 会員への）地区大会紹介プログラム参
加のお知らせ    ････ガバナー事務所 

6. 職業奉仕委員会への卓話要請について 

             ････ガバナー事務所 

7. 「未来の夢」ニュース 2012 年９月 

             ････ガバナー事務所 

8. ウェビナー参加者のための早見用手引き 

             ････ガバナー事務所 

9. ローターアクト出身ロータリアンの在籍調査
のお願い       ････ガバナー事務所 

10. 国際親善奨学生、Ｒ財団奨学生学友会の地区
大会参加について   ････ガバナー事務所 

11. 敬老祝賀会御礼      ････さざんか園 

12. RAC10 月例会のお知らせ 

         ････千葉科学大学RACクラブ 

例会変更 
八日市場ＲＣ：10月 ９日（火） 休会 

       10 月１６日（火） 休会 
 

 

  お 客 様 
 

◇ 国際ロータリー第 2790 地区ガバナー 

   得 居   仁  様（松戸東ＲＣ） 

◇ 第７分区ガバナー補佐 

       栗 田 壯 一 様（八日市場ＲＣ） 

 

 ニ コ ニ コ  
 
◇ 国際ロータリー第 2790 地区ガバナー 

       得 居   仁  様（松戸東ＲＣ） 

◇第 7 分区ガバナー補佐 

       栗田 壮一 様（八日市場ＲＣ） 

◇ 阿天坊俊明会員 

 今月 22 日より銚商野球部は来春の選抜野球
大会県予選が始まりました。応援宜しくお願い
します。 

◇ 兒玉英子会員 

 先日は、さざんか園の敬老会においで頂きま
して誠にありがとうございました。 

◇ 坂本尚史会員 

 おかげさまで、銚子ジオパークが認定されま
した。 

◇ 鴨志田明人会員 

 観月会では、太陽の里を利用頂き、また、歓
迎会までして頂きまして、ありがとうございま
した。 

◇ 親睦活動委員会 

 先週の観月会。会員の皆さまの温かいご協力
のお陰をもちまして。楽しく盛大に終了するこ
とができました。有難うございました。 

 

≪ガバナー公式訪問≫ 
 国際ロータリー第 2790 地区 

ガバナー 
得 居 仁 様 

 
 松戸東ロータリー・ク
ラブ得居仁でございま
す。国際ロータリー第
2790 地区ガバナーとし
て、銚子ロータリー・ク
ラブに公式訪問ができ
ますことを大変光栄に

存じております。 
先刻行われました会長・幹事懇談会におきまし
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て、銚子ロータリー・クラブの現状とこれからの
展望、課題などについて、率直な意見交換をいた
しました。銚子ロータリー・クラブの日頃の奉仕
活動に深甚なる敬意を表する次第であります。ど
うぞ今後とも、クラブ発展のため、更に一層のご
研鑽、ご尽力下さることを期待いたします。 
３０年ぶり、日本から３人目である、埼玉県八

潮ロータリー・クラブ 2012‐13 年度田中作次国
際ロータリー会長の今年度のテーマは「奉仕を通
じて平和を」であります。 
田中会長は、ロータリーは、国や民族間の友情

と寛容を推進することで、互いに理解し合う最も
伝統的な意味での「平和」の後押しをすることが
出来るとして、世界３都市での「ロータリー世界
平和フォーラム」の開催を決定されました。2013
年５月 17、18 日両日の「平和はあなたから始ま
る」をサブタイトルとする広島大会に、日本 34
地区それぞれから、最大２０名のロータリアンと
10 名の新世代の参加が要請されております。 
また田中会長は、ロータリアンは、自分よりも

他のひとのニーズを重視する、「超我の奉仕」と
いうロータリーの標語は、自分だけではなく、社
会全体のためを考えよと教えてくれる言葉であ
り、「超我の奉仕」を実践することにより、私た
ちは、「平和」すなわち「心の平安や家族の幸せ、
満足感」「人間の基本的なニーズが満たされた安
全な状態」を実現することが出来る、とされてお
られます。 
田中会長から地区ガバナーに対して、①「ロー

タリー世界平和フォーラム」推進、参加に加えて、
②ロータリー戦略計画３つの優先項目である「ク
ラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重点化と
増加」「公共イメージと認知度の向上」に力を注
ぐこと、及び③「奉仕を通じての平和」の精神を
もって、ロータリーの究極の目的である平和な世
界に向けて邁進すること、の３点の要望がなされ
ています。 
さて、これより私の今年度ロータリーの取り組

み方とロータリー観を申し述べたいと存じます。 
RI 定款と皆様のクラブ定款のそれぞれ第４条

に規定されております「綱領」は、大綱で、つな
ぎ、まとめられた最も重要なものであることを意
味する言葉であり、また同時に、国家に譬えれば
憲法に匹敵する性格を有する基本的且つ重要な
ものであります。私たちロータリアンがロータリ
ーの目的、目標とするに留まらず、これを守り通
し、守り続けて行かなければならないものなので
あります。 
「ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎とし

て奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し」と宣言し
ています。「ロータリーの目的は、奉仕という基
本理念の上に立って事業が行われるようにする
ことにある」というのですから、ロータリーの目

標は唯一つ、職業奉仕の推進以外にはなく、これ
に尽きるのであります。 
ロータリーは、職業奉仕の推進を目的とする実

践的倫理運動であり、職業奉仕を中心とし、そこ
から、新たに加わった新世代を含む４部門の奉仕
の輪が広がり、それを結んだ輪の上に関連した諸
活動が円形に広がって回転しているのが基本構
造である、と私は考えています。 
地区ガバナーは、地区内クラブに対する指導と

監督を行うことで、ロータリーの綱領を推進する
任務を課せられております。今年度私は、クラブ
活動計画書掲載のご挨拶「利己と利他との調和」
にもありますように、地区内のクラブに以下の９
項目の要望をいたしております。 
１．職業業奉仕の更なる推進を図ること。 
２．職業奉仕理念の理解を深め、職業奉仕の実
践を極めていくことを目指して、クラブに研
修委員会を設け、或は研修を担当する委員会
を定めて、クラブ会員の研修を重ねること。
その効果により、高潔であり、品格・徳性を
備え、地域社会で尊敬されるロータリアンを
数多く生み出し、「クラブのサポートと強化」
並びに「ロータリーの公共イメージと認知度
の向上」を果たすこと。 

３．新世代奉仕活動を RIプログラムのみに限定
せず、地域社会、国家、民族、ひいては地球
の未来を担う新世代の若者の健全育成を図る
ための、社会奉仕委員会とのクロス・プロモ
ーションによる奉仕活動を実施し、「人道的奉
仕の重点化と増加」に資すること。 

４．異なるものが提携することにより、それぞ
れの活性化を生み出します。委員会の垣根を
取り払って協同で活動する委員会クロス・プ
ロモーション活動を実施することにより、「奉
仕を通じての平和」の精神を以て平和な世界
に向けて邁進すること。 

５．これまでの奉仕活動が前年踏襲だけで行わ
れていないかを検証し、新たな発想で奉仕活
動の展開を図ること。 

６．例会の意味を改めて問い直しして、自己研
鑽を重ねつつ、親睦の醸成を図り、その親睦
の歯車の回転エネルギーをロータリーの奉仕
に伝えることが出来るような例会とすること。 

７．各クラブ会員純増１名の実現に力を尽くす
こと。 

８．「職業奉仕に生きること 話し合い 語り合
おう」のテーマの下に開催されるロータリー
情報研究会とこれに先立つクラブ職業奉仕委
員長セミナーを効果あらしめるための全面的
な協力を実施すること。 

９．広島で開催されるロータリー世界平和フォ
ーラムの推進と参加への協力を図ること。 

先般地区内各クラブに、クラブ会員研修の教材
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として頂きたく、冊子「忘筌」を３冊ずつお送り
いたしました。 
 「ロータリーの基盤は職業奉仕であり」、「ロー
タリアンの責務は、事業と私生活において、高い
道徳的水準を持ち続けること」、「ロータリーとは、
異業種ながら志を同じくする職業人の集まりで、
個々に清純で温かな心で地域社会に奉仕の手を
差し伸べること」「ロータリーが職業奉仕を失え
ば、単なる社会奉仕団体に成り下がる」と述べら
れた 2009-10 年度ジョン・ケニー会長と同様に、
田中会長も、「事業を成功させるには、顧客の満
足を追求する以外にないという結論に達しまし
た。顧客に喜んでもらえれば、事業も成長します。
そうすれば私自身も幸せになれる。しかし、それ
は事業が成功しているからだけではなく、人を幸
せにしてあげることができたという認識がある
からです。」として、折に触れて職業奉仕の大切
さを説いておられます。 
 「Community Service の主体をクラブに置き、
社会一般がロータリーに要望する社会福祉事業
も実践すべし」とする行動派と、「ロータリーは
会員個人の職業を通じて、事業上の啓蒙思想の活
動に置くべき」とする理論派との間の議論の激突
により、今にも分裂しかねない重大な危機を迎え
たロータリーは、1923 年セントルイス大会におい
て決議 23-34 を成立させました。決議の時点にお
いて、４大奉仕（現５大奉仕）に分化する奉仕概
念は未だ成立していませんでしたし、また決議前
文において、「ロータリアンのすべてがその個人
生活、事業生活、及び社会生活に奉仕の理想を適
用することを奨励、育成することが Community 
Service（社会奉仕）である」としていることか
らしても、決議 23-34 は現在の「社会奉仕」だけ
に限定して適用されるべきものではなく、「（広く
全ての）奉仕の実践に関する決議」であるという
べきであります。 
決議 23-24 は、「ロータリーは、基本的には、

一つの人生哲学であり、それは利己的な欲求と義
務およびこれに伴う他人のために奉仕したいと
いう感情とのあいだに常に存在する矛盾を和ら
げようとするものである。この哲学は、奉仕―『超
我の奉仕』の哲学であり、これは『最もよく奉仕
する者、最も多く報いられる』という実践的な倫
理原則に基づくものである。」と宣言しています。 
無限に増殖していく人間の本能である欲望に

手綱をつけて、「欲望を自己制御」することが、「利
己と利他との調和」を図るロータリーの「超我の
奉仕」の「人生哲学」、即ち心構えであり、「利己
と利他との調和」こそが、人と人との間柄、職業
人・実業人とその相手方との関係を律する実践的
倫理基準、即ち行動規範の偉大な原理であります。 
私たちロータリアンは、例会において、親睦を

通じて、心を磨き、自己研鑽に励みます。また道

徳心を高揚させて、自らの徳性と品格を高め、更
に自己研鑽のエネルギーを奉仕の心として、それ
ぞれがそれぞれの職業の質、職業倫理の向上を諮
るのです。ロータリーの実践的倫理基準「最もよ
く奉仕する者、最も多く報いられる。He most 
profits who serves best.」に依拠して、「利己
と利他との調和」という最高善を求め続けること、
それがロータリーなのだと、私は考えています。 
 終りに当り、銚子ロータリー・クラブのますま
すのご発展と、会員皆様のご健勝を祈念いたしま
して公式訪問のご挨拶といたします。 

 

 

銚子ロータリークラブ第４回クラブ協議会 

 例会終了後、得居ガバナー・栗田ガバナー補佐
を迎えてクラブ協議会が開催されました。会長・
幹事・各委員長・正副 SAA・会計の他、オブザー
バーとして栢尾・高瀬・有村・上総会員・織田パ
ストガバナーが出席しました。（25 名）五大奉仕
委員長の発表ごとに委員会の具体的な例を挙げ
て助言を頂きました。後半には各委員長よりの質
問等とオブザーバー全員より発言があり、活発に
意見交換が成されました。 

 

【出席報告】 
会員総数 40 名 出席計算 39 名 

 出 席：34 名 欠席 5 名 出席率 87.18% 

 欠 席：石川君・伊東君・越川君・杉山君・ 

     内田君 

【Ｍ Ｕ】 

杉山君（9/27 京都モーニングＲＣ）  

青野君・阿天坊君・伊東君・越川君・内田君・

杉山君（9/25 銚子東ＲＣ） 

【ニコニコ】 

ニコニコ BOX ￥ 37,000 計 ¥ 141,000 

スモールコイン ￥  − 計 ¥  19,695 

米山 BOX ￥  3,280 計 ¥  14,671 

 

次週のプログラム（１０月１０日） 

『カンボジアの子供たちの笑顔の為に』 

 NPO 法人かものはしプロジェクト代表     

                 村 田 早耶香 様 

       お弁当：辰巳屋（にぎり） 


